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★
「
書
簡
と
公
文
書
で
た
ど
る
日
露
戦
争
」
資
料
編 

【
日
露
戦
争
時
の
第
六
師
団
進
軍
図
】 

            

（
引
用
元
：『
熊
本
兵
団
史
』、
鶴
屋
百
貨
店
、
一
九
七
六
年
） 

 

《
資
料
１
》【
熊
本
市
政
資
料
７
７
７ 

製
本
番
号818

】 

「
凱
旋
軍
隊
歓
迎
一
件
書
類
」 

「
永
年
保
存
」 

凱
旋
軍
隊
歓
迎
一
件
書
類 

  
 

自
明
治
三
十
八
年
十
月 

 
 

庶
務
係 

（
目
次
略
） 

（
一
） 

 
 
 

協
議
事
項 

一 

凱
旋
軍
隊
一
般
歓
迎
準
備
整
頓
前
ニ
帰
来
ス
ル
小
部
隊
ノ
歓

迎
ハ
差
寄
リ
左
ノ
振
合
ヲ
以
テ
執
行
ス
ル
コ
ト 

一 

市
ト
シ
テ
ハ
凱
旋
ノ
際
春
日
停
車
場
付
近
ニ
於
テ
毎
回
五
発

宛
ノ
煙
火
ヲ
打
上
ヶ
、
又
凱
旋
軍
人
ノ
数
ニ
応
シ
一
人
ニ
付
約

一
合
宛
ノ
割
ヲ
以
テ
其
軍
隊
ニ
酒
若
干
樽
ヲ
寄
贈
ス
ル
コ
ト 

一 

尚
武
会
ト
シ
テ
ハ
音
楽
隊
ヲ
春
日
停
車
場
ニ
出
シ
春
日
上
熊

本
ノ
二
停
車
場
及
細
工
五
丁
目
出
外
レ
ニ
大
国
旗
ヲ
掲
ク
ル
コ

ト 

一 

軍
隊
通
過
ノ
道
筋
ハ
軒
頭
ニ
国
旗
ヲ
掲
ヶ
、
夜
間
ハ
点
灯
セ

シ
ム
ル
コ
ト 

一 

軍
隊
到
着
ノ
際
ハ
市
ノ
公
職
ニ
ア
ル
モ
ノ
及
尚
武
会
委
員
ハ

各
町
内
ヲ
勧
誘
シ
テ
可
成
多
数
春
日
停
車
場
付
近
ニ
出
迎
ヲ
為

ス
コ
ト 

一 

市
ト
シ
テ
寄
贈
ス
ル
酒
及
煙
火
代
ハ
一
時
尚
武
会
ヨ
リ
借
入

レ
置
キ
、
準
備
成
ル
ノ
暁
ヲ
以
テ
戻
入
ル
ヽ
コ
ト 

一 

凱
旋
歓
迎
ニ
関
ス
ル
寄
附
募
集
ハ
現
金
ニ
限
ラ
ス
相
当
ノ
制

限
ニ
依
リ
物
品
ニ
テ
寄
附
ス
ル
モ
差
支
ナ
キ
コ
ト
ゝ
シ
、
其
集

リ
タ
ル
物
品
ヲ
便
宜
ナ
ル
一
定
ノ
場
所
ニ
収
集
シ
、
福
引
ノ
方

法
ニ
依
リ
凱
旋
ノ
下
士
以
下
ニ
寄
贈
ス
ル
コ
ト 

 
 

 

但
寄
附
ノ
振
合
ハ
市
民
貧
富
ノ
程
度
ニ
応
シ
鑑
定
員
ヲ
設

ヶ
、
具
鑑
定
ニ
拠
ラ
シ
ム
ル
コ
ト 

 

 

（
途
中
略
） 

（
四
） 

「
至
急
」 

明
治
丗
八
年
十
月
廿
四
日 

 

浄
書 

主
任 

 

後
藤
書
記 

同 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

校
合 

市
長
「
辛
島
格
」 

 
 

 
 

第
一
課
長 

 

助
役 

「
市
尾
」 

 
 
 

庶
務
係 

「
井
場
」 

 

名
誉
職
参
事
会
員 

市
庶
第
一
三
二
号 

 
 

左
記
各
市
ヘ
御
照
会
案
伺 

凱
旋
軍
隊
歓
迎
上
ニ
関
シ
、
目
下
貴
市
ニ
於
テ 

諸
般
御
設
備
中
ノ
由
ニ
有
之
候
處
、
右
ニ
対
ス
ル 

予
算
ノ
編
製
ハ
如
何
ナ
ル
費
目
ニ
編
入
セ
ラ
ル 

ベ
キ
ヤ
、
御
取
扱
振
リ
承
知
致
度
候
間
、
折
返
し 

御
回
報
相
煩
ハ
シ
度
、
此
段
及
御
照
会
候
也 

 
 
 

年
月 

 
 
 
 

 

所
名 

  
 
 
 

門
司
、
小
倉
、
福
岡
、
長
崎 

 
 
 
 

広
島
、
大
坂
、
神
戸
、
名
古
屋 

 
 
 
 

京
都
、
東
京
、
横
浜 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

各
市
宛 

 

「
熊
本 

 

卅
八
年
十
月
廿
七
日 

受 

 

市
役
所 

 

第
二
三
八
号 

 
 
 

」 

 
 
 
 

「
第
二
三
八
号
」 

貴
市
庶
第
一
三
二
号
ヲ
以
テ
凱
旋
軍
隊
歓
迎
上
ニ 

関
ス
ル
予
算
編
製
費
目
編
入
云
々
御
照
会
ニ
候
處
、
本 

市
ニ
於
テ
ハ
未
ダ
其
設
備
無
之
候
条
、
右
様
御
了
知
相 

成
度
、
此
段
及
御
回
答
候
也 

 

（
二
） 

 

明
治
丗
八
年
十
月
廿
四
日 

 

浄
書 

主
任 

後
藤 

書
記 

同 

（
空
欄
） 

 
 

 
 

 

校
合 

立
案 

（
空
欄
） 

 

市
長
（
円
印
「
辛
島
格
」） 

 

助
役
（
円
印
「
市
尾
」
） 

 
 

 
 

第
一
課
長 

（
円
印
「
井
場
」） 

 
 

名
誉
職
参
事
会
員 
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明
治
三
十
八
年
十
月
廿
五
日 

 

長
崎
市
役
所 

 
 
 
 

 

熊
本
市
役
所 

御
中 

（
枠
外
）「
回
覧
」
「
辛
島
格
」
「
市
尾
」「
後
藤
」
「
井
場
」 

 

「
波
第
二
二
三
一
号
」 

凱
旋
軍
隊
歓
迎
費
予
算
編
成
ノ
義
ニ
付 

市
庶
第
一
三
二
号
ヲ
以
御
照
会
之
趣
了
承
、
本
市
ニ 

於
テ
ハ
役
所
費
中
交
際
費
ヨ
リ
三
千
三
百
円
支
出
ス 

ル
事
ニ
市
会
ノ
決
議
ヲ
経
テ
、
実
施
致
居
候
間
、
右
様 

御
了
知
相
成
度
、
此
段
及
御
回
答
候
也 

 
 

明
治
丗
八
年
十
月
廿
六
日 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

福
岡
市
役
所 

 
 
 
 

 

熊
本
市
役
所 

御
中 

（
途
中
略
） 

本
月
二
十
四
日
付
市
庶
第
一
三
二
号
ヲ
以
テ 

凱
旋
軍
隊
歓
迎
上
ニ
関
シ
御
照
会
之 

趣
了
承
、
本
市
ニ
於
テ
ハ
軍
人
待
遇
会
ナ 

ル
モ
ノ
ア
リ
テ
、
之
ニ
歓
迎
ニ
要
ス
ル
費
用
ヲ
補 

助
シ
、
同
会
ニ
於
テ
歓
迎
会
ヲ
為
ス
義
ニ
テ 

予
算
ノ
編
製
ハ
軍
人
待
遇
会
ヘ
補 

助
費
ト
シ
テ
取
扱
ヒ
候
、
此
段
及
御
回 

答
候
也 

 
 

明
治
三
十
八
年
十
月
二
十
七
日 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

広
島
市
役
所 

  
 
 
 

 

熊
本
市
役
所
御
中 

（
途
中
略
） 

庶
乙
第
五
三
六
〇
号 

本
月
廿
四
日
付
市
庶
第
一
三
二
号
ヲ
以
テ
御 

照
会
ノ
件
ハ
本
年
十
月
廿
四
日
ハ
聯
合
艦 

隊
凱
旋
歓
迎
ニ
関
ス
ル
費
用
ハ
市
役
所 

費
（
款
）
交
際
費
（
項
）
ノ
費
目
ニ
依
リ
整 

理
致
候
、
右
及
回
答
候
也 

 
 

明
治
三
十
八
年
十
月
三
十
日 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

東
京
市
役
所 

  
 

 
 

熊
本
市
役
所 

御
中 

（
途
中
略
） 

（
五
） 

明
治
卅
八
年
十
月
廿
七
日 

 

浄
書 

主
任 

後
藤 

書
記 

市
長
「
辛
島 

格
」
助
役
「
市
尾
」 

 

第
一
課
長
「
井
場
」 

 
 
 
 

 

第 
 
 
 

 

号 

 
 
 

煙
火
委
員
嘱
托
按
伺 

軍
隊
凱
旋
ノ
際
、
春
日
停
車
場
付
近
ニ
於
テ
毎
回
五
発
宛
ノ
煙
火

打
上
ノ
事
ニ
関
シ
テ
ハ
監
督
者
無
之
付
而
ハ
不
都
合
ニ
可
有
之
存

セ
ラ
レ
候
ニ
付
、
御
迷
惑
ナ
ガ
ラ
貴
殿
ニ
於
テ
時
間
其
他
錯
誤
ヲ

生
セ
サ
ル
様
煙
火
受
持
委
員
ト
シ
（
以
下
見
え
ず
） 

 
 
 
 

年
月
日 

 
 

 

市
長 

  
 

凱
旋
軍
隊
準
備
委
員 

 
 
 
 

甲
斐
一
郎
殿 

 

（
途
中
略
） 

（
七
） 

（
欄
外
）「
市
長
「
辛
島
格
」、
委
員
「
岩
成
」、
尚
武
会
「
伊
喜
見
」、

主
「
後
藤
」」 

 

昨
廿
七
日
到
着
之
軍
隊
、
左
之
通
ニ
候
、
此
段
御
報
致
候
也 

 
 
 

三
十
八
年
十
月
廿
八
日 

 
 

兵
事
係
「
倉
永
」 

 
左
ノ
通
寄
贈
相
成
可
然
事 

 
 
 
 

 
庶
務
掛
御
中 

 
 

（
高
尾
酒
店
出
シ
） 

 

（
一 

第
五
号
補
助
輸
卒
隊 

（
一 

隊
長
輜
重
兵
中
尉
青
柳
勝
次
郎
以
下
三
八
六 

（
一 

第
七
号
補
助
輸
卒
隊 

（
一 

隊
長
輜
重
兵
特
務
曹
長
関 
勇
以
下
二
七
五 

  
 
 

卅
八
年
十
月
廿
八
日 

到
着 

 
 
 
 

 

後
備
第
二
旅
団
騎
兵
隊
本
部
並
ニ
第
三
中
隊 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

百
九
十
七
名 

（
途
中
略
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

受
領
証 

一 

清
酒 

 
 

 
 
 

弐 

 

右
受
領
候
也 

 
 

明
治
三
十
八
年
十
月
廿
八
日 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

第
六
師
団
第
七
水
上
勤
務
補
助
輸
卒
隊 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

田
路 

九
郎 

（
途
中
略
） 

今
般
以
御
陰
無
事
凱
旋
相
出
来
、
深
く
奉
感
謝
候
、
特
に
昨
日
は

御
丁
重
な
る
御
進
物
を
賜
は
り
早
速
部
下
一
同
に
分
配
し
て
御
芳

志
に
浴
せ
し
め
候
、
先
は
不
取
敢
乍
略
儀
以
書
中
部
下
一
同
に
代

り
厚
く
御
礼
申
上
候 

匆
々
敬
具 

 

明
治
三
十
八
年
十
月
廿
九
日 

 
 
 

第
七
水
上
勤
務
輸
卒
隊
長 

関 

勇 
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熊
本
市
長 

辛
島 

格
殿 

 

《
資
料
２
》（
資
料
番
号
１―

８
） 

差
し
急
き
一
筆
申
上
候
、
待
ニ
待
ち
た
る
動
員
の
令
も
本
日
午
後

一
時
相
下
り
、
吾
等
軍
人
の
聖
恩
に
報
ゆ
る
の
好
機
は
愈
々
至
た

か
と
申
候
、
就
而
は
出
発
之
期
も
不
遠
と
存
候
、
一
旦
出
発
い
た

し
候
上
は
生
還
も
と
よ
り
望
む
所
に
非
ず
候
得
ば
、
離
別
の
辞
と

し
て
一
筆
差
上
置
候
間
、
何
卒
御
健
康
に
て
御
勉
励
あ
ら
ん
こ
と

を
祈
り
上
候
、
出
発
後
と
雖
と
も
生
命
の
あ
る
限
ハ
色
々
と
御
報

導
も
可
致
候
、
先
ハ
右
御
報
ま
で
。 

出
発
の
期
日
等
ハ
相
分
り
次
第
御
報
知
可
致
候 

 
 

 
 

敬
具 

  
 
 
 

 
 
 

繁
蔵 

 

乙
寿
殿 

二
白 

 

増
永
お
も
そ
様
へ
ハ
何
卒
宜
敷
願
上
候 

 

（
文
意
） 

差
し
急
ぎ
一
筆
申
し
上
げ
ま
す
。 

待
ち
に
待
っ
た
動
員
命
令
も
、
本
日
午
後
一
時
に
下
り
ま
し
た
。

わ
れ
ら
軍
人
が
天
皇
の
御
恩
に
報
い
る
好
機
が
い
よ
い
よ
来
ま
し

た
。
つ
き
ま
し
て
は
出
発
の
日
程
も
遠
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
一

旦
出
発
し
た
な
ら
ば
、
素
よ
り
生
還
は
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。
お
別

れ
の
言
葉
と
し
て
一
筆
差
し
上
げ
て
お
き
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ

ご
健
康
で
ご
勉
励
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。 

出
発
し
た
あ
と
で
も
私
の
生
命
が
続
く
限
り
は
色
々
と
ご
報
道
も

い
た
し
ま
す
。
ま
ず
は
右
の
お
知
ら
せ
ま
で
。 

出
発
の
期
日
は
分
か
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

（
吉
住
）
繁
蔵 

  

（
西
園
寺
）
乙
寿
殿 

追
伸 

 

増
永
お
も
そ
様
へ
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

  

《
資
料
３
》（
資
料
番
号
１―

２
） 

益
々
御
多
祥
奉
賀
候
、
陳
れ
ば
動
員
完
結
以
来
一
日
千
秋
の
思
を

為
し
て
待
ち
た
る
出
発
の
日
も
愈
々
来
る
九
日
午
前
三
時
、
熊
本

停
車
場
を
出
発
、
長
崎
に
向
ひ
、
夫
れ
よ
り
船
舶
輸
送
に
て
愈
々

遠
征
の
途
に
就
く
べ
く
候
、
上
陸
地
点
は
何
れ
な
る
や
、
軍
事
機

密
に
属
す
る
事
に
候
へ
ば
、
敢
て
口
外
致
し
難
く
候
、
遠
か
ら
ず

上
陸
を
了
へ
候
へ
ば
鉄
蹄
の
続
く
か
ぎ
り
は
し
こ
の
し
こ
草
踏
み

し
た
ぎ
、
刀
の
目
釘
の
続
く
ま
で
は
寸
暇
な
き
事
と
存
候
間
、
文

の
便
よ
り
も
到
底
六
ヶ
敷
事
と
存
候
、
兎
角
新
聞
号
外
を
見
て
余

が
消
息
と
思
■
被
下
度
候
、
も
し
寸
暇
あ
ら
ば
必
ず
勇
壮
な
る
戦

報
等
も
存
命
中
ハ
差
上
可
申
候
也
、
何
ハ
兎
も
あ
れ
、
身
体
御
健

全
を
祈
る 

 

終
り 

 
 
 
 

 
 

吉
住
繁
蔵 

 

西
園
寺
乙
寿
様 

（
後
欠
） 

 

（
文
意
） 

ま
す
ま
す
の
御
多
祥
を
お
慶
び
し
ま
す
。 

動
員
命
令
以
来
、
一
日
千
秋
の
思
い
を
し
て
待
っ
た
出
発
の
日
も
、

い
よ
い
よ
来
る
九
日
午
前
三
時
と
な
り
ま
し
た
。
熊
本
停
車
場
（
熊

本
駅
）
を
出
発
し
て
長
崎
に
向
か
い
、
そ
れ
か
ら
船
の
輸
送
で
い

よ
い
よ
遠
征
の
途
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
上
陸
地
点
は
ど
こ

に
な
る
か
、
軍
事
機
密
に
属
し
ま
す
の
で
、
口
外
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
遠
か
ら
ず
上
陸
を
完
了
し
た
な
ら
ば
、
馬
の
蹄
鉄
が

持
つ
限
り
進
み
続
け
、
刀
の
目
釘
が
折
れ
る
ま
で
は
少
し
も
休
ま

る
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う
。
お
便
り
を
差
し
上
げ
る
の
も
到
底
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
新
聞
・
号
外
で
の
報
道
を
ご
覧
に

な
っ
て
、
私
の
消
息
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

も
し
少
し
で
も
時
間
が
あ
れ
ば
、
必
ず
勇
ま
し
い
戦
報
な
ど
も
私

が
生
き
て
い
る
限
り
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
は
と
も
あ
れ
、
身
体

の
ご
健
康
を
祈
り
ま
す
。
終
わ
り
。 

  

《
資
料
４
》（
資
料
番
号
１―

５
） 

「
御
心
つ
く
し
の
御
守
り
ハ
慥
か
に
拝
受
、
戦
地
に
持
参
可
致
候
、

か
り
の
便
よ
り
ハ
肝
要
の
事
に
候
」 

 

春
と
は
言
へ
ど
も
野
辺
の
匂
ひ
も
身
に
染
ま
ず
、
雲
雀
の
声
も
長

閑
な
ら
ず
、
朝
霞
た
な
び
く
は
軍
の
旗
か
夕
煙
し
つ
は
砲
台
の
あ

た
り
か
と
疑
は
る
ゝ
、
昨
日
今
日
思
ひ
か
け
な
く
も
御
手
紙
に
接

し
難
有
存
候
、
さ
て
月
日
の
し
つ
は
早
き
も
の
に
て
日
露
砲
火
を

交
へ
し
よ
り
茲
に
数
月
、
我
軍
の
行
動
知
る
に
由
な
く
候
へ
共
、

到
る
処
勇
気
と
機
敏
の
動
作
ハ
信
し
て
意
を
強
ふ
す
べ
く
候
、
既

に
先
月
上
旬
の
比
か
我
騎
兵
四
名
の
勇
戦
敵
騎
丗
名
に
衝
突
し
、

能
く
偵
察
の
任
務
を
全
ふ
し
た
る
の
夜
な
ど
ハ
血
躍
り
肉
振
ふ
の

感
な
き
能
ハ
ず
、
烏
港
の
威
嚇
砲
撃
、
ホ
シ
エ
ッ
ト
湾
の
上
陸
、

既
に
廿
萬
の
陸
兵
ハ
戈
ヲ
横
へ
て
異
域
の
野
に
陣
し
、
残
余
の
数



 

4 

 

個
師
団
も
続
々
動
員
の
令
下
り
、
豫
何
備
を
召
集
し
、
此
一
団
軍

到
着
せ
ず
、
丗
萬
の
陸
兵
ハ
満
州
の
野
に
鷲
露
五
十
萬
の
兵
に
龍

驤
の
活
劇
を
演
す
べ
く
候
、
之
に
反
し
、
我
等
ハ
何
の
不
運
ぞ
未

た
此
栄
に
預
か
る
の
機
を
得
ず
、
実
に
残
念
千
秋
の
限
事
に
候
ハ

す
哉
、
去
り
な
か
ら
早
暁
戦
線
に
列
す
る
ハ
断
し
て
疑
は
さ
る
所

に
候
、
本
月
初
旬
比
の
噂
に
て
ハ
去
る
十
五
日
比
出
発
の
予
定
な

り
し
も
、
目
算
か
ら
り
と
迯
れ
、
今
に
模
様
の
変
り
し
る
も
無
之
、

落
胆
例
ふ
る
に
物
な
く
候
、
何
れ
動
員
の
令
下
り
、
出
発
の
暁
に

は
必
ず
報
導
可
致
候
、
兎
角
身
体
御
自
愛
あ
れ
、
先
ハ
御
返
事
ま

で
、
余
ハ
後
便
に
ゆ
づ
る
。 

 
 
 
 

 
 

早
略 

 
 

 

四
月
十
九
日 

 

繁
象 

  
 

乙
寿
殿 

  

書
添
へ
な
か
ら
お
も
そ
様
に
は
呉
々
も
宜
敷
、
先
日
御
来
隊
被

下
候
後
、
何
の
言
葉
も
申
上
か
ね
候
段
ハ
、
幾
重
に
も
御
容
捨
被

下
様
、
御
前
様
よ
り
御
断
り
被
下
度
、
必
す
願
上
候 

 

（
文
意
） 

（
追
伸
文
） 

「
お
心
づ
く
し
の
お
守
り
は
確
か
に
受
け
取
り
ま
し
た
。
戦
地
に

持
参
し
ま
す
。
お
手
紙
を
お
送
り
い
た
だ
く
こ
と
は
大
事
に
思
っ

て
い
ま
す
。」 

春
と
は
い
っ
て
も
野
原
の
匂
い
も
身
に
染
ま
ず
、
雲
雀
の
声
も
長

閑
に
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
朝
霞
が
た
な
び
く
の
は
軍
の
旗
か
と
見
え

ま
す
し
、
夕
煙
は
砲
台
の
あ
た
り
だ
ろ
う
か
（
砲
火
だ
ろ
う
か
）

と
疑
わ
れ
ま
す
。
昨
日
、
今
日
と
思
い
が
け
な
く
あ
な
た
か
ら
の

お
手
紙
に
接
し
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
月
日
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で
、
日
露
が
砲
火
を
交
え

て
か
ら
す
で
に
数
か
月
。
我
が
軍
の
行
動
を
知
る
手
段
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
友
軍
の
勇
気
と
機
敏
に
満
ち
た
動
作

は
我
々
の
自
信
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。
先
月
上
旬
の
こ
ろ
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
、
我
が
騎
兵
四
名
が
勇
戦
し
て
敵
騎
兵
三
十
名
と
衝

突
し
、
偵
察
任
務
を
よ
く
務
め
た
夜
な
ど
は
、
血
が
躍
り
肉
振
る

う
よ
う
な
感
激
が
あ
り
ま
し
た
。
烏
港
（
木
山
注
：
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
）
の
威
嚇
砲
撃
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト
湾
の
上
陸
、
す
で
に
二
十
万

人
の
陸
兵
が
戈
（
武
器
）
を
携
え
て
異
国
の
野
に
布
陣
し
て
い
ま

す
。
残
り
の
数
個
師
団
も
続
々
と
動
員
の
命
令
が
下
り
、
予
備
兵

も
召
集
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
一
団
は
ま
だ
到
着
し
て
い
ま
せ

ん
。
三
十
万
人
と
な
る
陸
兵
は
、
満
州
の
広
原
で
ロ
シ
ア
兵
五
十

万
と
極
め
て
激
し
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

こ
れ
に
反
し
て
、
私
た
ち
は
ど
ん
な
不
運
な
の
か
、
い
ま
だ
こ
の

栄
え
あ
る
機
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
実
に
残
念
至
極
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
も
早
晩
戦
線
に
配
置

さ
れ
る
の
は
決
し
て
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
月
初
め
こ
ろ
の
噂
で

は
、
去
る
十
五
日
こ
ろ
出
発
の
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、
見
込
み

は
全
く
外
れ
、
現
在
も
状
況
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
落
胆

は
例
え
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
我
々
に
動
員
命
令
が
く
だ

り
、
出
発
す
る
と
き
は
必
ず
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

と
に
か
く
お
身
体
を
お
大
事
に
。
ま
ず
は
お
返
事
ま
で
申
し
上
げ

て
、
残
り
は
後
便
に
譲
り
ま
す
。 

 
 

四
月
十
九
日 

 

繁
象 

  
 
 

乙
寿
殿 

  
書
き
添
え
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
お
も
そ
様
へ
く
れ
ぐ
れ

も
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
先
だ
っ
て
ご
来
隊
く
だ
さ
っ
た

後
、
何
も
言
葉
を
お
か
け
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
ど
う
か
ご
容
赦

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
あ
な
た
様
か
ら
も
お
こ
と
わ
り
い
た
だ
き

た
く
。
必
ず
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

《
資
料
５
》（
資
料
番
号
１―

１
７
） 

前
略
、
上
陸
以
来
前
進
又
前
進
と
打
続
き
、
戦
闘
を
交
ゆ
る
事
、

爰
に
二
回
な
る
も
総
て
撃
退
し
、
我
軍
の
負
傷
者
は
余
程
尠
々
候

も
、
昨
日
の
戦
闘
に
於
て
小
隊
長
及
兵
卒
一
名
、
コ
サ
ッ
ク
の
為

め
に
銃
傷
者
を
生
じ
候
、
此
等
の
事
ハ
戦
地
に
在
る
我
々
よ
り
も

新
聞
号
外
等
に
余
程
委
し
く
登
載
せ
る
候
な
ら
ん
、
私
も
戦
線
に

列
し
居
候
も
幸
に
し
て
寸
傷
も
不
被
、
身
体
益
々
健
全
御
安
神
被

下
度
候
、
目
下
蓋
平
を
隔
る
南
方
十
里
余
の
熊
岳
城
附
近
に
進
退

致
居
候
、
日
な
ら
ず
し
て
大
戦
闘
に
加
わ
る
な
ら
ん
と
指
折
り
算

へ
相
待
ち
居
候
、
後
報
を
待
た
れ
被
下
候 

 
 
 
 

 
 

か
し
こ 

  
 

六
月
廿
四
日 

 
 

繁
象 

  
 

お
も
そ
様 

 
 

乙
寿
様 

 

（
文
意
） 

前
略
、
上
陸
以
来
前
進
、
ま
た
前
進
と
続
き
、
戦
闘
を
交
え
る
こ

と
す
で
に
二
回
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
て
敵
を
撃
退
し
ま
し
た
。
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我
が
軍
の
負
傷
者
は
と
て
も
少
な
い
で
す
が
、
昨
日
の
戦
闘
で
小

隊
長
と
兵
卒
一
名
が
、
コ
サ
ッ
ク
騎
兵
の
攻
撃
に
よ
り
銃
傷
者
を

生
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事
は
戦
地
に
い
る
我
々
よ
り

も
、
新
聞
号
外
な
ど
に
よ
ほ
ど
詳
し
く
載
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

私
も
戦
線
に
い
ま
す
が
、
幸
い
な
こ
と
に
少
し
の
傷
も
受
け
て
お

ら
ず
、
身
体
は
ま
す
ま
す
健
全
で
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
目

下
、
蓋
平
（
中
国
・
遼
寧
省
蓋
州
）
を
隔
て
た
南
方
十
里
余
、
熊

岳
城
付
近
に
活
動
中
で
す
。
間
も
な
く
大
規
模
な
戦
闘
に
参
加
で

き
る
だ
ろ
う
と
指
折
り
数
え
て
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
次
の

報
告
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
か
し
こ
。 

  
 

六
月
二
十
四
日 

 

繁
象 

  
 

お
も
そ
様 

 
 

乙
寿
様 

  

《
資
料
６
》（
資
料
番
号
１―

１
） 

拝
啓 

其
後
彼
地
に
滞
在
す
る
事
、
殆
ん
ど
二
週
間
余
に
し
て
前
進
を
始

め
、
昨
九
日
を
以
て
漸
々
蓋
平
の
惣
攻
撃
に
移
り
、
戦
況
の
荒
ま

し
を
報
道
致
さ
ん
に
、
其
日
の
未
明
に
我
軍
同
所
を
包
囲
し
、
東

雲
白
む
頃
ニ
ハ
早
く
も
諸
々
に
銃
声
を
聞
き
、
砲
撃
を
始
め
し
は

午
前
五
時
と
相
覚
へ
候
、
敵
ハ
稍
々
頑
固
に
抵
抗
せ
し
も
精
鋭
な

る
我
決
死
の
軍
隊
に
は
奈
行
で
か
相
敵
す
る
を
得
ん
や
、
次

第
々
々
に
退
却
し
て
午
後
三
時
頃
ニ
ハ
早
く
も
蓋
平
の
北
方
二
里

の
所
ま
で
退
却
し
、
打
ち
出
す
砲
弾
さ
へ
も
力
な
げ
に
漸
々
破
裂

す
る
が
如
く
に
覚
へ
、
一
と
し
て
命
中
す
る
は
な
く
、
吾
々
も
大

分
砲
弾
を
被
り
し
も
、
一
人
の
負
傷
も
無
之
、
三
時
四
十
分
頃
ニ

ハ
我
々
の
任
務
と
し
て
敵
に
追
接
せ
し
か
、
四
時
比
ニ
ハ
僅
か
の

騎
兵
と
砲
一
、
二
門
位
に
て
、
外
に
一
兵
を
も
見
受
け
不
申
、
其

帰
途
彼
等
の
屯
せ
し
所
と
覚
え
る
驢
馬
、
牛
、
馬
の
蹄
骨
等
を
散

乱
し
、
悪
臭
紛
々
と
し
て
見
る
さ
へ
胸
悪
き
位
に
有
之
候
、
思
ふ

に
是
等
ハ
土
人
の
農
家
を
襲
ひ
、
強
奪
し
て
食
欲
を
貪
り
し
な
ら

ん
、
戦
戦
の
跡
は
我
砲
弾
の
破
片
、
恰
か
も
布
く
が
如
く
散
乱
し
、

血
痕
路
上
に
点
在
し
、
或
ハ
血
に
ま
み
れ
し
襦
袢
、
未
だ
生
血
の

乾
か
さ
る
繃
帯
布
当
を
ま
き
散
ら
し
、
実
に
惨
憺
た
る
戦
後
の
光

景
、
察
す
る
に
大
分
の
死
傷
者
あ
り
し
な
ら
ん
、
我
軍
に
も
少
し

ハ
あ
り
し
な
ら
ん
、
是
等
の
事
ハ
燈
台
下
暗
し
で
号
外
新
聞
等
の

報
ず
る
所
を
御
覧
あ
れ
、
先
ハ
右
御
報
知
ま
で
、
手
紙
御
差
出
な

さ
れ
候
ハ
ヽ
、
左
の
如
く
封
筒
に
し
た
ゝ
め
御
差
出
し
あ
ら
ば
必

ず
到
着
致
し
候 

  

（
裏
面
） 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

（
表
面
） 

熊
本
県
上
益
城
郡
飯
野
村 

 
 
 

出
征
第
六
師
団
騎
兵
第
六
連 

 
 
 
 

 

西
園
寺
乙
寿 

 
 
 
 

隊
第
一
中
隊
第
三
小
隊
附 

 
 
 
 

何
月
何
日 

 
 
 

 
 
 

吉
住
繁
象
様 

 
 

親
展 

 

兎
角
郷
里
の
手
紙
ハ
陣
中
の
慰
物
ニ
相
成
候
間
、
御
閑
の
節
ハ
御

一
筆
御
送
り
被
下
、
日
本
ニ
於
テ
ハ
日
露
の
関
係
に
就
て
如
何
な

る
風
説
其
他
新
聞
等
の
報
ず
る
所
ハ
如
何
に
候
や
、
御
聞
き
及
ひ

も
あ
ら
ば
御
知
ら
せ
被
下
、
燈
台
下
暗
し
で
少
し
も
わ
か
ら
ず
。 

 
 
 
 

七
月
十
日 

 
 
 

 
 
 
 

 

繁
象 

 
 

乙
寿
殿 

 

お
も
そ
様
ニ
ハ
呉
々
も
宜
敷
。
求
む
る
に
紙
な
し
、
経
済
し
て
細

く
書
き
ま
し
た
か
ら
見
に
く
き
所
ハ
幾
重
に
も
御
容
捨
。 

  

（
文
意
） 

そ
の
後
、
彼
の
地
に
滞
在
す
る
こ
と
二
週
間
余
り
で
前
進
を
始
め
、

昨
日
九
日
か
ら
よ
う
や
く
蓋
平
へ
の
総
攻
撃
に
移
り
ま
し
た
。
戦

況
を
報
道
い
た
し
ま
す
と
、
そ
の
日
の
未
明
に
我
が
軍
が
同
所
（
蓋

平
）
を
包
囲
し
ま
し
た
。
東
の
空
が
白
ず
む
こ
ろ
に
は
早
く
も
方
々

に
銃
声
が
聞
こ
え
、
砲
撃
を
始
め
た
の
は
午
前
五
時
だ
っ
た
か
と

覚
え
て
い
ま
す
。
敵
は
少
し
頑
強
に
抵
抗
し
ま
し
た
が
、
精
鋭
で

あ
る
我
が
決
死
の
軍
隊
に
ど
う
し
て
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

ょ
う
か
。
次
第
に
敵
は
退
却
を
は
じ
め
、
午
後
三
時
こ
ろ
に
は
早

く
も
蓋
平
の
北
方
二
里
の
と
こ
ろ
ま
で
退
却
し
、
打
ち
返
し
て
く

る
砲
弾
ま
で
も
力
無
さ
げ
に
、
よ
う
や
く
破
裂
し
て
い
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
一
つ
と
し
て
我
が
軍
に
命
中
す
る
弾
は
な
く
、
我
々

も
大
分
砲
弾
を
打
ち
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
一
人
の
負
傷
者
も
出
て

い
ま
せ
ん
。 

（
午
後
）
三
時
四
十
分
こ
ろ
に
は
我
々
の
任
務
と
し
て
敵
を
追
跡

し
ま
し
た
が
、
四
時
こ
ろ
に
は
敵
は
僅
か
な
騎
兵
と
大
砲
一
、
二

門
位
し
か
お
ら
ず
、
他
に
は
一
人
も
兵
士
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
追
跡
の
帰
り
道
、
彼
等
（
ロ
シ
ア
兵
）
が
駐
留
し
て

い
た
と
見
ら
れ
る
場
所
に
、
ロ
バ
、
牛
、
馬
の
蹄
・
骨
が
散
乱
し

て
悪
臭
が
立
ち
込
め
、
見
る
だ
け
で
も
気
分
が
悪
く
な
る
よ
う
な

有
様
で
し
た
。
私
が
考
え
る
に
、
こ
う
し
た
有
様
は
敵
軍
が
地
元

の
農
家
を
襲
い
、
物
資
を
強
奪
し
て
食
欲
を
満
た
し
た
も
の
で
し

ょ
う
。
戦
場
の
跡
に
は
我
が
軍
が
打
ち
込
ん
だ
砲
弾
の
破
片
が
、

あ
た
か
も
布
を
敷
い
た
よ
う
に
散
乱
し
、
血
痕
は
路
上
に
点
在
し
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て
い
ま
し
た
。
あ
る
い
は
血
に
塗
れ
た
襦
袢
や
、
ま
だ
生
血
が
乾

い
て
い
な
い
繃
帯
、
布
当
て
が
撒
き
散
ら
さ
れ
、
本
当
に
惨
憺
た

る
戦
闘
後
の
光
景
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
察
す
る
に
、
か
な
り
の

数
の
死
傷
者
が
あ
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
我
が
軍
に
も
少
し
は
被

害
が
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
事
は
「
灯
台
下
暗

し
」
と
い
う
も
の
で
、（
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
）
新
聞
号
外
が

報
道
す
る
と
こ
ろ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

ま
ず
は
右
の
お
知
ら
せ
ま
で
。
手
紙
な
ど
を
差
し
出
さ
れ
る
と

き
は
、
左
の
よ
う
に
封
筒
に
認
め
ら
れ
、
投
函
さ
れ
ま
す
と
必
ず

私
の
手
許
に
届
き
ま
す
。 

 
 

※
（
封
筒
上
書
例
は
翻
刻
文
参
照
） 

と
に
か
く
故
郷
か
ら
の
手
紙
は
戦
陣
中
の
慰
め
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
暇
の
と
き
は
お
手
紙
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
日
本
で
は
日
露
の

関
係
に
つ
い
て
ど
ん
な
噂
や
新
聞
報
道
が
あ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
あ
れ
ば
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。「
灯
台
下
暗
し
」
で
少
し
も
分
か
り
ま
せ
ん
。 

  
 

 

七
月
十
日 

 
 

繁
象 

 
 

乙
寿
殿 

 

お
も
そ
様
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
求
め

て
も
紙
が
な
く
、
大
分
辛
抱
し
て
細
く
書
き
ま
し
た
か
ら
、
読
み

に
く
い
と
こ
ろ
は
ど
う
ぞ
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。 

  

《
資
料
７
》（
資
料
番
号
１―

４
） 

時
下
酷
暑
の
砌
、
如
何
御
暮
し
な
さ
れ
候
哉
、
定
め
し
御
壮
健
之

御
事
と
奉
察
候
、
私
事
其
後
無
事
極
壮
健
に
て
相
暮
ら
し
居
候
侭
、

御
安
心
被
下
度
候
、
先
達
而
よ
り
差
出
候
数
通
の
手
紙
ハ
到
着
い

た
し
候
哉
伺
上
候
、
返
事
ハ
封
筒
裏
面
の
通
り
認
め
な
さ
れ
は
つ

づ
必
す
到
着
可
致
候
間
、
其
積
り
に
て
お
も
そ
様
ハ
別
に
手
紙
も

一
口
申
述
置
き
候
得
共
、
尚
ほ
御
身
よ
り
も
宜
敷
御
申
越
被
下
度

願
入
候
、
申
し
度
き
事
ハ
種
々
有
之
候
得
共
、
多
忙
の
際
爰
に
て

筆
を
止
む 

  
 

露
営
の
夢
を
野
狐
に 

 
 

 

破
ら
れ
頭
抬
ぐ
れ
ば 

 
 

月
は
冷
た
る
外
套
の 

 
 

 

す
き
間
を
漏
れ
て
顔
て
ら
す 

 
 

月
に
か
わ
り
は
な
け
れ
共 

 
 

 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇 

 
 

〇
を
慕
ふ
に
あ
ら
ね
共 

 
 
 

〇
〇
を
■
ふ
に
あ
ら
ね
共 

 
 

夜
毎
に
結
ふ
其
連
句
は 

 
 
 

〇
〇
の
空
に
遊
ぶ
な
り 

右
の
詩
は
日
中
徒
然
の
戯
作
、
■
如
何
に
返
し
も
あ
ら
ば
返
書
の

内
に 

 
 
 

七
月
十
九
日 

 

吉
住 

拝 

西
園
寺
殿 

  

（
文
意
） 

酷
暑
の
季
節
で
す
が
、
い
か
が
お
暮
し
で
し
ょ
う
か
？
き
っ
と
お

元
気
な
こ
と
と
察
し
ま
す
。 

 

私
は
そ
の
後
も
無
事
で
、
と
て
も
健
康
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
安
心
く
だ
さ
い
。 

 

先
だ
っ
て
お
送
り
し
た
数
通
の
手
紙
は
お
手
元
に
届
い
た
で
し

ょ
う
か
？
伺
い
た
く
思
い
ま
す
。
お
返
事
は
封
筒
の
裏
面
の
通
り

お
書
き
い
た
だ
け
ま
す
と
、
必
ず
私
の
手
許
に
到
着
し
ま
す
。
そ

の
つ
も
り
で
お
も
そ
様
に
は
別
封
の
手
紙
を
一
通
差
し
出
し
て
お

き
ま
し
た
が
、
な
お
あ
な
た
様
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
伝
え
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
と
あ

る
の
で
す
が
、
多
忙
の
た
め
、
こ
の
辺
で
筆
を
止
め
て
お
き
ま
す
。 

  
 

※
詩
は
略 

右
の
詩
は
日
中
い
た
ず
ら
に
作
っ
て
み
た
も
の
で
す
。
お
返
し
の

歌
も
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
返
事
の
な
か
に
認
め
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

七
月
十
九
日 

 

吉
住 

拝 

 
 

西
園
寺
殿 

  

《
資
料
８
》（
資
料
番
号
１―

６
） 

恃
み
す
く
な
き
憐
れ
な
る
御
身
か
心
の
底
を
歌
に
読
ミ
て
福
永
君

の
手
紙
に
添
へ
て
送
ら
れ
し
一
枚
の
半
紙
ハ
、
昨
日
予
の
手
許
ニ

届
い
た
。
兎
角
今
の
世
の
中
は
猜
々
忌
々
だ
か
ら
、
御
互
の
前
途
、

御
互
の
意
思
通
り
貫
徹
す
る
事
が
出
来
る
か
出
来
ぬ
か
、
之
は
一

の
疑
問
な
り
。
悲
哀
の
渕
に
沈
め
る
御
身
は
嘸
ぞ
や
つ
ら
か
ら
ん
、

嘸
ぞ
や
苦
し
か
ら
ん
と
は
蛮
土
の
境
に
身
を
を
き
、
生
死
の
境
に

在
て
す
ら
片
時
も
吾
胸
を
去
ら
な
い
、
寧
ろ
吾
胸
裡
に
刻
印
さ
れ

て
生
涯
此
煩
悶
ハ
免
か
る
ゝ
事
は
出
来
な
い
と
思
わ
れ
る
。
御
身

は
決
し
て
急
く
勿
れ
、
徐
行
に
蹉
く
事
な
し
、
事
こ
ゝ
に
至
り
し

以
上
は
只
々
吾
非
を
責
め
て
萬
事
運
命
の
神
に
ま
か
す
る
よ
り
外

に
手
段
わ
な
い
か
ら
、
決
し
て
人
を
恨
ま
す
、
時
節
到
来
を
待
ッ

て
、
楽
し
き
温
か
き
月
日
を
迎
ふ
る
事
を
神
に
祈
り
、
か
り
に
も
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由
な
き
野
心
を
起
さ
す
、
此
上
に
も
親
兄
弟
に
袖
を
し
ぼ
ら
す
る

如
き
事
な
か
ら
し
め
、
御
互
の
毀
損
せ
し
名
誉
を
回
復
す
る
事
に

努
め
た
な
ら
ば
、
如
何
に
涙
の
乾
き
し
世
の
中
と
ハ
云
ヘ
、
如
何

に
冷
か
な
血
を
有
せ
る
世
の
人
と
ハ
云
ヘ
、
此
上
無
情
の
渕
に
強

い
て
堕
落
せ
し
む
る
事
も
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
け
れ
共
、
思
ふ

通
り
に
行
か
ぬ
の
か
即
ち
世
の
中
、
若
し
や
一
歩
を
誤
ま
り
、
御

互
の
縁
糸
切
レ
々
々
と
な
ッ
て
、
再
び
繋
ぐ
事
の
出
来
な
い
悲
し

き
哀
れ
な
る
境
遇
に
陥
り
も
し
た
ら
、
其
時
ハ
幸
な
き
御
互
の
運

命
と
諦
め
、
生
涯
独
身
を
以
て
押
通
す
の
み
、
何
の
六
ヶ
敷
き
事

か
之
れ
あ
ら
ん
だ
。 

  
 

 
 

返
歌 

 

た
ち
さ
わ
ぐ 

 
 

 

君
か
心
の
大
波
に 

 

揺
ら
れ
乱
る
ゝ 

 
 

 

吾
か
を
も
ひ
哉 

 

末
な
か
ら
益
永
も
さ
様
に
宜
敷
言
ッ
て
下
さ
い
。
先
達
而
の
手
紙

ハ
着
き
ま
し
た
か
、
知
ら
し
て
下
さ
い
。 

 
 

 
 

サ
ヨ
ナ
ラ 

  
 

八
月
廿
日 

 
 

繁
象 

  
 

乙
寿
子
殿 

  

（
文
意
） 

頼
る
も
の
も
少
な
い
可
哀
そ
う
な
あ
な
た
が
心
の
底
を
和
歌
に
詠

み
、
福
永
君
の
手
紙
に
添
え
て
送
ら
れ
た
一
枚
の
半
紙
は
、
昨
日

私
の
手
許
に
届
い
た
。
と
に
か
く
今
の
世
の
中
は
疑
心
暗
鬼
だ
か

ら
、
お
互
い
の
こ
れ
か
ら
、
お
互
い
の
意
思
通
り
貫
徹
す
る
こ
と

が
出
来
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
は
大
き
な
疑
問
だ
。
悲
哀
の
底
に
沈

む
あ
な
た
は
さ
ぞ
や
辛
か
ろ
う
、
さ
ぞ
や
苦
し
か
ろ
う
と
い
う
思

い
は
異
国
に
身
を
置
き
、
生
死
の
間
に
あ
っ
て
も
私
の
胸
か
ら
消

え
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
我
が
胸
中
に
刻
み
こ
ま
れ
て
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
こ
の
煩
悶
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
わ
れ

る
。 

 

あ
な
た
は
決
し
て
急
い
で
は
い
け
な
い
。
徐
行
す
る
者
が
つ
ま

づ
く
こ
と
は
無
い
の
だ
。
事
こ
こ
に
至
っ
た
以
上
は
、
た
だ
私
の

非
を
責
め
て
、
す
べ
て
運
命
の
神
に
委
ね
る
よ
り
ほ
か
手
段
は
な

い
の
だ
か
ら
。
決
し
て
人
を
恨
ま
ず
、
時
節
の
到
来
を
待
っ
て
、

楽
し
く
暖
か
い
月
日
を
迎
え
る
こ
と
を
神
に
祈
る
し
か
な
い
。
仮

に
も
宜
し
か
ら
ぬ
野
心
を
起
こ
さ
ず
、
こ
れ
以
上
親
兄
弟
に
涙
を

流
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
。 

お
互
い
の
傷
つ
い
た
名
誉
を
回
復
す
る
こ
と
に
努
め
た
な
ら
ば
、

い
か
に
涙
も
な
い
世
の
中
と
は
い
え
、
い
か
に
冷
血
漢
の
世
間
と

は
い
え
、
こ
れ
以
上
無
情
の
底
に
落
と
し
込
む
よ
う
な
こ
と
は
あ

る
ま
い
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
、
思
う
通
り
に
い
か
な
い
の
が
即
ち

世
の
中
。
も
し
一
歩
を
誤
り
、
お
互
い
の
縁
の
糸
が
切
れ
切
れ
と

な
っ
て
、
再
び
つ
な
ぐ
こ
と
が
出
来
な
い
悲
哀
な
る
境
遇
に
陥
っ

た
り
し
た
ら
、
そ
の
と
き
は
こ
れ
が
お
互
い
の
運
命
だ
と
あ
き
ら

め
、
生
涯
独
身
を
押
し
通
す
の
み
だ
。
何
の
難
し
い
こ
と
が
あ
ら

ん
、
だ
。 

  
 

返
歌 

 
 

た
ち
さ
わ
ぐ 

君
の
心
の
大
波
に 

 

揺
ら
れ
乱
る
る 

わ
が
想
い
か
な 

 
末
筆
な
が
ら
、
益
永
（
増
永
）
に
も
そ
の
よ
う
に
よ
ろ
し
く
言
っ

て
く
だ
さ
い
。
先
だ
っ
て
の
手
紙
は
着
き
ま
し
た
か
、
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。 

 

サ
ヨ
ナ
ラ 

  
 

八
月
二
十
日 

 

繁
象 

  
 

乙
寿
子
殿 

  

《
資
料
９
》（
資
料
番
号
１―

７
） 

時
下
初
秋
之
候
、
如
何
御
暮
ら
し
被
成
候
哉
、
伺
上
候
、
不
肖
幸

に
無
事
蓋
平
攻
撃
後
、
大
石
燈
、
營
口
、
海
城
、
牛
荘
の
各
役
に

参
加
し
、
至
極
壮
健
に
て
今
回
の
世
界
未
曽
有
の
遼
陽
惣
攻
撃
に

参
加
す
る
を
得
、
独
り
競
祝
に
不
絶
候
、
今
回
の
惣
攻
撃
ハ
実
に

凄
ま
し
き
も
の
に
て
、
客
月
廿
六
日
よ
り
戦
闘
を
開
始
し
、
夫
れ

よ
り
ハ
夜
と
な
く
昼
と
な
く
砲
銃
声
ハ
回
山
に
響
き
、
戦
闘
正
面

ハ
廿
里
余
に
亘
た
り
、
我
々
ハ
其
最
前
線
ニ
在
て
敵
と
交
ふ
る
鉾

先
ハ
寝
ね
て
も
休
ま
ら
ず
、
砲
銃
声
の
為
め
に
気
壓
に
変
動
を
来

た
し
、
雨
の
絶
ゆ
る
間
と
て
ソ
な
く
、
道
路
ハ
さ
な
か
ら
川
の
如

く
烟
地
ハ
泥
濘
に
し
て
馬
膝
を
没
し
、
前
進
に
不
便
な
る
事
云
は

ん
か
た
な
し
、
然
り
と
雖
も
進
ま
ざ
れ
ば
我
軍
の
不
利
不
尠
、
殆

ん
と
餡
付
け
団
子
の
如
く
な
り
て
、
敵
塁
に
突
て
入
り
、
或
ハ
夜

襲
を
な
し
な
ど
す
れ
ど
、
敵
の
砦
ハ
堅
固
に
し
て
容
易
に
ぬ
ぐ
事

を
得
ず
、
只
多
数
の
死
傷
者
を
出
す
の
ミ
に
て
、
少
シ
の
前
進
も

出
来
ず
、
実
に
諸
将
の
苦
辛
ハ
云
ふ
ま
で
も
無
之
、
各
村
落
に
目
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か
け
て
打
ち
出
す
砲
弾
ハ
少
し
の
隙
間
も
な
く
、
と
て
も
昼
の
間

に
は
突
入
す
る
は
六
ヶ
敷
き
事
と
し
、
夜
に
乗
じ
て
堡
塁
を
占
領

せ
ん
と
の
計
画
を
以
て
、
本
月
三
日
我
第
六
師
団
歩
兵
第
廿
三
聯

隊
十
三
聯
隊
、
四
十
五
聯
隊
、
廿
八
聯
隊
ハ
第
一
先
登
と
し
て
夜

襲
を
試
ミ
し
も
敵
の
鉄
条
網
に
か
ゝ
り
、
横
隊
の
侭
枕
を
列
べ
て

斃
れ
、
残
り
し
者
と
て
も
負
傷
し
て
、
辛
ふ
じ
て
生
命
丈
け
を
得

て
退
却
せ
し
抔
、
実
に
苦
辛
惨
憺
言
語
に
つ
く
し
難
く
候
、
手
紙

に
書
く
も
涙
の
種
つ
ゆ
は
邪
に
正
に
勝
ち
難
く
、
兵
数
こ
そ
少
な

り
と
雖
も
忠
義
に
こ
り
し
日
本
兵
、
戦
友
の
負
傷
も
不
顧
、
雨
霰

と
■
く
敵
弾
を
犯
し
て
難
な
く
敵
塁
を
乗
り
取
り
た
る
時
ハ
残
る

者
惣
数
の
四
分
の
一
位
に
て
屍
の
山
、
血
の
小
川
と
は
是
か
と
は

か
り
打
ち
驚
き
申
候
、
幸
に
し
て
我
々
の
小
隊
に
は
小
銃
弾
ハ
大

分
あ
り
た
れ
ど
、
負
傷
者
ハ
至
ッ
て
少
く
、
砲
弾
も
余
程
蒙
り
し

も
命
中
し
た
る
ハ
一
二
発
に
て
、
一
発
の
砲
弾
に
て
少
尉
一
名
（
小

隊
長
）
上
等
兵
二
名
兵
卒
五
名
馬
十…

 

（
後
欠
） 

   

（
文
意
） 

初
秋
の
候
で
す
が
、
い
か
が
お
暮
し
で
し
ょ
う
か
。
私
は
幸
い
蓋

平
へ
の
攻
撃
後
、
大
石
燈
、
營
口
、
海
城
、
牛
荘
の
各
戦
闘
に
参

加
し
、
と
て
も
元
気
で
す
。
今
回
、
世
界
未
曽
有
の
遼
陽
総
攻
撃

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
人
競
祝
（
恐
縮
）
に
堪
え
ま
せ
ん
。 

 

今
回
の
総
攻
撃
は
実
に
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
、
先
月
二
十
六
日

か
ら
戦
闘
を
開
始
し
、
そ
れ
か
ら
は
夜
と
な
く
昼
と
な
く
、
大
小

砲
の
銃
声
が
辺
り
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
戦
闘
の
正
面
（
両
軍

衝
突
の
場
）
は
二
十
里
余
り(

八
十
㎞)

に
も
わ
た
り
、
我
々
は
そ

の
最
前
線
に
あ
っ
て
敵
と
交
え
る
鉾
先
は
寝
て
も
休
ま
り
ま
せ
ん
。

砲
声
銃
声
の
た
め
に
精
神
に
も
変
動
を
き
た
し
、
雨
の
絶
え
る
間

と
て
な
く
、
道
路
は
さ
な
が
ら
川
の
よ
う
で
す
。
戦
場
は
泥
濘
深

く
馬
の
膝
あ
た
り
ま
で
沈
み
、
前
進
に
不
便
な
こ
と
は
言
い
表
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
進
軍
し
な
け
れ
ば
我
が
軍

の
不
利
は
少
な
く
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
餡
子
付
け
の
団
子
の
よ

う
に
な
っ
て
、
敵
の
堡
塁
に
突
入
し
、
あ
る
い
は
夜
襲
を
か
け
ま

し
た
。
し
か
し
敵
の
砦
は
堅
固
で
簡
単
に
突
破
す
る
こ
と
は
出
来

ず
、
た
だ
多
数
の
死
傷
者
を
出
す
の
み
で
少
し
の
前
進
も
出
来
ま

せ
ん
。
実
に
諸
将
の
苦
労
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
各
村
落
め
が
け

て
打
ち
出
す
砲
弾
は
、
少
し
の
隙
間
も
な
い
密
度
で
す
。 

と
て
も
日
中
に
突
入
す
る
の
は
難
し
く
、
夜
陰
に
乗
じ
て
堡
塁
を

占
領
し
よ
う
と
い
う
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
本
月
三
日
、
我
第
六

師
団
歩
兵
、
第
二
十
三
聯
隊
、
第
十
三
聯
隊
、
四
十
五
聯
隊
、
二

十
八
聯
隊
が
第
一
先
鋒
と
し
て
夜
襲
を
試
み
ま
し
た
が
、
敵
の
鉄

条
網
に
か
か
り
、
横
隊
陣
形
の
ま
ま
枕
を
並
べ
て
斃
れ
、
生
き
残

っ
た
者
た
ち
も
皆
負
傷
し
て
、
辛
う
じ
て
生
命
だ
け
を
保
ち
退
却

す
る
な
ど
、
実
に
苦
心
惨
憺
は
言
い
表
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

手
紙
に
こ
う
し
て
書
く
の
も
涙
の
種
と
な
る
次
第
で
す
。
し
か
し
、

兵
数
こ
そ
少
な
い
と
い
え
ど
も
、
忠
義
に
厚
い
日
本
兵
。
戦
友
の

負
傷
も
顧
み
な
い
で
、
雨
あ
ら
れ
と
降
り
注
ぐ
敵
軍
の
銃
弾
の
な

か
を
突
き
進
み
、
敵
堡
塁
を
乗
っ
取
っ
た
と
き
、
生
存
者
は
総
数

の
四
分
の
一
ほ
ど
に
減
り
、
屍
の
山
、
血
の
小
川
と
は
こ
の
こ
と

か
と
ば
か
り
大
変
驚
き
ま
し
た
。 

 

幸
い
に
し
て
我
々
の
小
隊
は
小
銃
弾
を
か
な
り
打
ち
か
け
ら
れ

た
も
の
の
、
負
傷
者
は
い
た
っ
て
少
な
く
、
砲
弾
も
よ
ほ
ど
撃
ち

込
ま
れ
ま
し
た
が
、
命
中
し
た
の
は
一
、
二
発
だ
け
で
し
た
。
一

発
の
砲
弾
で
少
尉
一
名
、
小
隊
長
、
上
等
兵
二
名
、
兵
卒
五
名
、

馬
十…

 

（
後
欠
） 

  

《
資
料
１０
》（
資
料
番
号
１―

３
） 

（
拝
啓
） 

平
和
第
一
の
新
春
を
迎
へ
候
て
よ
り
何
と
な
く
満
州
の
地
も
暖
か

き
や
に
感
せ
ら
れ
、
内
地
に
も
あ
ら
ば
鶯
の
初
音
も
長
閑
に
聞
ゆ

る
な
ら
ん
と
轉
た
故
郷
の
偲
は
る
ゝ
も
亦
我
な
か
ら
無
理
な
ら
ぬ

事
と
存
せ
ら
れ
候
。
師
走
の
末
方
御
仕
出
し
の
手
紙
ハ
慥
か
に
落

掌
拝
見
い
た
し
候
所
、
何
日
に
変
ら
ぬ
寒
暑
の
御
注
意
難
有
存
候
。

小
生
も
騎
兵
聯
隊
へ
赴
任
以
来
無
事
達
者
な
る
は
例
の
如
く
に
て
、

満
州
の
第
二
年
を
迎
へ
得
た
る
も
是
偏
に
御
身
等
の
顧
祈
に
依
る

な
ら
ん
と
感
激
の
外
無
之
候
。
目
下
の
儀
ハ
至
ツ
て
過
楽
の
方
に

て
、
殊
に
以
前
の
繁
激
極
ま
れ
る
高
等
司
令
部
よ
り
隊
附
と
な
り

た
る
事
と
て
、
一
層
過
楽
を
感
じ
、
毎
日
殆
ど
無
事
に
苦
み
居
候
。

福
永
君
の
処
と
は
左
ま
で
遠
く
も
あ
ら
ず
、
約
二
、
三
町
の
処
に

て
、
往
来
も
不
絶
致
し
居
り
候
、
且
又
小
生
退
出
後
ハ
福
永
君
に

就
て
は
其
筋
の
人
に
後
事
も
委
敷
依
頼
致
し
置
き
た
る
事
と
て
、

何
も
不
自
由
の
事
等
ハ
無
き
筈
に
候
間
、
同
氏
御
両
親
様
始
め
お

も
そ
様
等
へ
も
御
心
配
な
き
様
申
伝
へ
被
下
度
候
。
凱
旋
の
期
も

早
や
一
ヶ
月
余
り
と
相
成
候
折
柄
、
御
身
御
大
切
ニ
御
待
ち
被
下

度
候
。 

  
 

一
月
十
四
日 

 
 
 
 

 
 

𠮷
住
繁
象 

  
 
 

乙
寿
殿 
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（
文
意
） 

平
和
第
一
の
新
春
を
迎
え
て
か
ら
、
な
ん
と
な
く
満
州
の
地
も
暖

か
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
内
地
（
日
本
国
内
）
で
も
あ
れ
ば
、
ウ
グ

イ
ス
の
初
鳴
き
も
の
ど
か
に
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
と
故
郷
が
し
の
ば

れ
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
我
な
が
ら
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。 

 

師
走
の
末
に
あ
な
た
が
出
さ
れ
た
手
紙
は
、
確
か
に
受
け
取
り

ま
し
た
。
読
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
寒
暑
の
ご

注
意
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
私
も
騎
兵
聯
隊
へ
赴
任
以
来
、

無
事
健
康
で
あ
る
の
は
い
つ
も
通
り
で
、
満
州
で
の
二
年
目
を
迎

え
た
の
も
こ
れ
一
重
に
あ
な
た
た
ち
が
無
事
を
祈
っ
て
く
れ
て
い

る
か
ら
だ
、
と
感
激
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
現
在
は
い
た
っ
て
安

楽
な
も
の
で
、
と
く
に
以
前
繁
忙
を
極
め
た
高
等
司
令
部
か
ら
、

部
隊
付
き
と
な
っ
た
こ
と
で
一
層
安
楽
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
毎
日
無
事
退
屈
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

福
永
君
が
い
る
と
こ
ろ
と
は
そ
ん
な
に
遠
く
な
く
、
約
二
、
三

町
（
二
～
三
〇
〇
ｍ
）
の
距
離
で
、
お
互
い
の
行
き
来
も
絶
え
ず

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
が
退
出
し
た
あ
と
も
福
永
君
に
つ
い

て
は
そ
の
筋
の
人
に
後
事
を
詳
し
く
依
頼
し
て
い
ま
す
の
で
、
何

も
不
自
由
な
こ
と
は
無
い
は
ず
で
す
。
こ
の
た
め
、
福
永
君
の
ご

両
親
を
は
じ
め
、
お
も
そ
様
へ
の
ご
心
配
な
き
よ
う
お
伝
え
い
た

だ
き
た
い
で
す
。 

 

凱
旋
の
日
程
ま
で
早
く
も
一
ヶ
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
あ
な

た
も
お
身
体
を
大
切
に
、（
私
の
帰
り
を
）
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

  

《
資
料
１１
》（
資
料
番
号
１―

９
） 

寒
月
澄
み
渡
る
蒙
古
の
境
に
在
ッ
て
、
深
更
驢
馬
の
悲
鳴
を
聞
き

つ
ゝ
人
知
れ
ぬ
涙
を
硯
に
す
り
流
か
し
、
一
筆
申
上
候
、
自
分
は

今
の
場
合
に
な
ッ
て
、
こ
ん
な
事
を
言
ッ
て
、
乙
寿
さ
ん
を
い
ぢ

め
る
の
で
は
な
い
か
、
兎
に
角
乙
寿
さ
ん
の
決
心
と
覚
悟
と
を
伺

ひ
た
い
と
思
ッ
て
、
此
手
紙
を
認
め
た
訳
な
ん
だ
か
ら
、
篤
と
考

へ
て
返
答
を
し
て
貰
ひ
た
い
。
自
分
は
此
手
紙
を
認
む
る
に
付
け

て
も
、
身
を
切
ら
る
ゝ
想
が
し
て
、
乙
寿
さ
ん
の
御
両
親
様
や
兄

上
様
に
対
し
て
、
う
し
ろ
め
た
く
て
気
が
咎
め
、
非
常
に
良
心
の

制
裁
を
受
け
て
、
実
に
何
共
言
へ
ぬ
苦
痛
を
感
じ
る
の
で
す
。
乙

寿
さ
ん
、
あ
な
た
は
奈
何
お
思
ひ
で
し
よ
う
。
自
分
の
打
明
け
た

処
を
云
ふ
と
、
気
の
弱
い
奴
だ
と
お
思
ひ
で
し
よ
う
が
、
決
し
て
、

そ
ふ
で
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
、
此
後
愈
々
理
想
を
実
行
す
る
と
し

て
も
第
一
が
世
間
体
で
し
よ
う
、
以
前
か
ら
吾
等
二
人
は
汚
れ
た

交
情
で
有
ッ
た
事
ハ
世
間
に
知
れ
渡
ッ
て
、
大
概
の
人
は
一
度
位

の
後
指
ハ
指
し
た
に
相
違
あ
る
ま
い
、
そ
れ
が
引
ひ
て
、
御
父
上

様
や
兄
上
様
の
御
名
誉
を
毀
損
し
た
訳
け
で
あ
る
か
ら
、
一
ツ
に

は
御
家
柄
に
対
し
、
一
ツ
に
は
世
間
に
対
し
、
快
く
互
の
願
を
容

れ
て
下
さ
る
か
奈
何
か
、
是
は
一
ツ
の
疑
問
で
有
る
。
自
分
の
推

察
で
は
、
枯
木
に
花
の
譬
へ
と
同
様
だ
と
考
へ
て
居
る
の
で
す
、

何
は
あ
れ
、
そ
れ
も
あ
な
た
の
決
心
と
、
僕
の
決
心
だ
け
れ
共
、

満
州
の
月
澄
み
渡
る
夕
べ
、
窓
洩
る
風
の
枕
辺
通
ふ
折
な
ど
、
寝

醒
め
に
独
り
つ
く
づ
く
こ
ん
な
事
を
考
へ
る
と
、
心
細
く
な
る
事

も
あ
る
の
で
、
莫
迦
な
ッ
と
思
ッ
て
杞
憂
に
過
ぎ
ん
と
思
ひ
返
し

て
、
互
の
間
に
春
の
海
の
様
に
平
和
な
、
三
五
の
月
の
様
に
円
満

な
愛
を
描
い
て
、
恣
ま
ゝ
に
愛
情
に
耽
ッ
て
打
ち
消
す
時
も
あ
る

け
れ
ど
も
、
ど
う
か
す
る
と
、
御
父
上
様
や
兄
上
様
の
こ
わ
い
お

顔
に
睨
ま
れ
て
「
吉
住
貴
様
ハ
何
処
ま
で
も
厚
顔
の
図
々
し
い
奴

だ
な
」
と
お
叱
り
の
声
を
聞
く
事
が
度
々
あ
る
の
で
す
。
其
お
顔

を
見
、
其
お
声
を
聞
く
と
、
如
何
に
も
罪
を
犯
せ
し
人
が
法
律
の

網
を
遁
か
れ
て
、
巡
査
や
探
偵
に
で
も
、
行
き
逢
ッ
た
様
に
、
理

と
非
の
別
ち
も
無
く
、
争
ふ
勇
気
も
な
く
、
恐
怖
と
、
驚
愕
と
に

て
打
倒
れ
て
了
う
様
な
心
地
か
す
る
の
で
す
、
其
時
の
無
情
と
絶

望
と
云
ふ
も
の
ハ
、
ど
れ
程
で
有
ふ
か
、
自
分
ハ
只
乙
寿
さ
ん
の

御
推
察
に
ま
か
せ
る
。
彼
と
是
と
を
綜
合
し
て
、
思
ひ
考
へ
る
と

我
等
二
人
の
間
に
は
廣
く
し
て
然
か
も
大
な
る
障
碍
物
や
、
危
険

物
が
横
ハ
ッ
て
居
る
か
ら
、
互
に
理
想
し
て
居
る
未
来
が
、
飽
か

ぬ
儚
な
い
一
場
の
夢
に
経
過
し
去
ッ
て
し
ま
い
わ
せ
ぬ
か
と
、
案

じ
ら
れ
る
の
で
す
。
乙
寿
さ
ん
、
あ
な
た
の
御
決
心
次
第
で
、
此

吉
住
繁
象
の
運
命
ハ
定
ま
る
の
で
す
か
ら
、
ど
う
か
十
二
分
の
御

覚
悟
と
決
心
と
を
此
悲
境
に
沈
め
る
僕
に
迄
知
ら
し
て
下
さ
い 

 
 
 
 

 
 

頼
む
よ 

 

凱
旋
ハ
二
月
廿
六
日
鉄
嶺
発
車
な
れ
バ
熊
本
着
ハ
三
月
十
日
前
後

に
候 

  
 

二
月
十
五
日 

繁
象 

  
 

乙
寿
子
様 

  

（
文
意
） 

寒
月
が
澄
み
渡
る
蒙
古
の
国
境
に
お
い
て
、
深
夜
に
驢
馬
の
悲
鳴

を
聞
き
つ
つ
人
知
れ
ぬ
涙
を
硯
に
摺
り
流
し
、
一
筆
申
し
上
げ
ま

す
。
私
は
今
の
状
況
に
な
っ
て
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
、
乙
寿
さ

ん
を
い
じ
め
る
訳
で
は
な
い
け
れ
ど
、
と
に
か
く
乙
寿
さ
ん
の
決
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心
と
覚
悟
を
う
か
が
い
た
い
と
思
っ
て
、
こ
の
手
紙
を
認
め
た
訳

だ
か
ら
、
し
っ
か
り
と
考
え
て
返
答
し
て
ほ
し
い
。
私
は
こ
の
手

紙
を
認
め
る
に
し
て
も
、
わ
が
身
を
切
ら
れ
る
思
い
が
し
て
、
乙

寿
さ
ん
の
ご
両
親
や
兄
上
様
に
対
し
て
、
後
ろ
め
た
く
て
気
が
咎

め
、
非
常
に
良
心
の
呵
責
に
さ
い
な
ま
れ
、
本
当
に
何
と
も
い
え

な
い
苦
痛
を
感
じ
る
の
で
す
。
乙
寿
さ
ん
、
あ
な
た
は
い
か
が
お

思
い
で
し
ょ
う
。 

私
の
本
当
の
気
持
ち
を
打
ち
明
け
る
と
、
気
の
弱
い
や
つ
だ
と
お

思
い
で
し
ょ
う
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

あ
と
い
よ
い
よ
（
二
人
の
）
理
想
を
実
行
す
る
と
し
て
も
、
第
一

（
の
障
壁
）
が
世
間
体
で
し
ょ
う
。
以
前
か
ら
私
た
ち
二
人
が
汚

れ
た
交
際
で
あ
っ
た
こ
と
は
世
間
に
知
れ
渡
っ
て
、
大
概
の
人
は

一
度
く
ら
い
後
ろ
指
を
指
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
尾
を
引
い

て
お
父
上
様
や
、
兄
上
様
の
ご
名
誉
を
毀
損
し
た
訳
な
の
だ
か
ら
、

一
つ
は
（
西
園
寺
家
の
）
お
家
柄
に
対
し
、
一
つ
は
世
間
に
対
し
、

快
く
私
た
ち
の
願
い
を
聞
き
入
れ
て
く
だ
さ
る
か
ど
う
か
、
こ
れ

は
一
つ
の
疑
問
で
あ
る
。
私
の
推
察
で
は
「
枯
木
に
花
」
の
譬
え

と
同
様
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。
何
は
と
も
あ
れ
、
そ
れ
も
あ

な
た
の
決
心
と
、
僕
の
決
心
だ
け
れ
ど
も
、
満
州
の
月
が
澄
み
渡

る
夕
べ
、
窓
か
ら
洩
れ
る
風
が
枕
辺
を
通
う
と
き
な
ど
、
寝
覚
め

に
一
人
つ
く
づ
く
こ
ん
な
事
を
考
え
る
と
心
細
く
な
る
事
も
あ
る

の
で
、「
馬
鹿
な
ッ
」
と
思
っ
て
杞
憂
の
う
ち
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
と

思
い
返
し
て
、
お
互
い
の
間
に
春
の
海
の
よ
う
に
平
和
な
、
三
五

の
月
（
八
月
一
五
日
夜
の
月
）
の
よ
う
に
円
満
な
愛
を
描
い
て
、

望
む
通
り
に
愛
情
に
耽
っ
て
（
不
安
を
）
打
ち
消
す
時
も
あ
る
け

れ
ど
も
、
ど
う
か
す
る
と
（
あ
な
た
の
）
お
父
上
様
や
兄
上
様
の

怖
い
お
顔
に
睨
ま
れ
て
、
「
吉
住
、
貴
様
は
ど
こ
ま
で
も
厚
顔
の

図
々
し
い
や
つ
だ
な
！
」
と
お
叱
り
の
声
を
聞
く
こ
と
が
度
々
あ

る
の
で
す
。
そ
の
お
顔
を
見
、
そ
の
お
声
を
聞
く
と
、
い
か
に
も

罪
を
犯
し
た
人
が
法
律
の
網
を
逃
れ
る
う
ち
に
、
巡
査
や
探
偵
に

で
も
出
く
わ
し
た
よ
う
に
、
道
理
の
区
別
も
な
く
、
争
う
勇
気
も

な
く
、
恐
怖
と
驚
愕
と
に
打
ち
倒
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
心
地
が
す

る
の
で
す
。
そ
の
と
き
の
無
情
と
絶
望
と
い
う
も
の
は
、
ど
れ
ほ

ど
の
も
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
た
だ
乙
寿
さ
ん
の
ご
推
察
に
お
任

せ
す
る
。
あ
れ
や
こ
れ
を
総
合
し
て
思
い
考
え
る
と
、
私
た
ち
二

人
の
間
に
は
広
く
て
、
し
か
も
大
き
な
障
害
物
や
危
険
物
が
横
た

わ
っ
て
い
る
か
ら
、
互
い
に
理
想
と
し
て
い
る
未
来
が
、
満
ち
足

り
な
い
、
儚
い
一
夜
の
夢
の
う
ち
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
や
し
な

い
か
と
心
配
さ
れ
る
の
で
す
。 

乙
寿
さ
ん
、
あ
な
た
の
ご
決
心
次
第
で
こ
の
吉
住
繁
象
の
運
命
は

定
ま
る
の
で
す
か
ら
、
ど
う
か
十
二
分
の
ご
覚
悟
と
決
心
と
を
、

こ
の
悲
し
み
に
沈
む
僕
へ
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

頼
む
よ
。 

 

凱
旋
は
二
月
二
六
日
に
鉄
嶺
を
発
車
す
る
の
で
、
熊
本
到
着
は
三

月
一
〇
日
前
後
で
す
。 

  
 
 

二
月
十
五
日 

繁
象 

  
 
 

乙
寿
子
様 

  

《
参
考
》【
資
料
番
号
１‐

１
１
】 

ら
ん
筆
御
め
ん
さ
な
い 

あ
な
た
の
近
頃
の
御
気
色
は
い
つ
も
と
異
り
毎
日
々
々
心
配
さ
ふ

な
御
顔
つ
き
、
う
つ
ゝ
ゝ
と
し
て
は
笑
も
な
さ
れ
ぬ
、
何
か
御
心

配
な
事
で
も
あ
り
ま
す
か
、
又
御
病
気
で
は
な
り
ま
せ
ぬ
か
、
御

心
配
な
れ
ば
御
云
ひ
な
さ
い
、
御
病
気
な
ら
ば
一
日
も
は
や
く
医

者
へ
御
出
で
な
さ
い
、
私
も
一
所
に
参
り
ま
す
か
ら
。
喜
び
憂
を

共
に
す
る
が
朋
友
の
つ
と
め
、
私
は
如
何
な
る
事
で
も
妾
が
身
に

叶
ふ
事
な
ら
ば
何
事
で
も
及
ば
ず
な
が
ら
御
一
所
に
致
ま
す
か
ら
、

何
事
で
も
御
つ
し
や
つ
て
、
ど
う
ぞ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
御
心
を
な
や
ま
さ

れ
ず
、
御
達
者
に
て
御
勉
強
遊
さ
れ
、
よ
き
成
績
を
得
ら
れ
ん
事

こ
そ
、
妾
が
身
に
取
て
此
上
な
き
喜
び
で
御
座
り
ま
す
、
あ
な
た

が
毎
日
々
々
う
つ
ゝ
ゝ
と
し
て
な
さ
れ
ば
、
私
ま
で
何
か
ゝ
ゝ
と

し
て
心
に
か
ゝ
り
、
も
し
や
御
病
気
で
は
あ
る
ま
ゐ
か
、
御
心
配

な
事
は
あ
る
ま
ゐ
か
、
一
日
も
は
や
く
心
を
浮
き
立
せ
て
は
笑
顔

を
見
た
い
の
で
す
。
又
近
頃
は
別
な
事
ま
で
思
や
ら
れ
て
、
心
は

千
々
に
み
だ
れ
て
、
一
つ
と
し
て
楽
し
き
事
と
て
は
な
く
、
見
る

物
聞
く
物
に
つ
け
て
か
な
し
き
事
の
み
、
あ
わ
れ
天
は
我
が
心
を

さ
つ
し
て
露
程
の
な
さ
け
は
か
け
ま
じ
か
と
思
へ
ば
、
せ
き
く
る

涙
は
と
め
が
た
く
、
夜
と
て
も
ま
ゝ
ね
む
る
事
出
来
ず
、
学
校
へ

出
て
も
書
よ
む
心
も
な
く
、
御
身
の
事
の
ミ
心
に
か
ゝ
り
ま
す
か

ら
ど
う
ぞ
は
や
く
よ
く
な
つ
て
、
御
話
な
ど
を
も
し
て
下
さ
い
。 


